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国鉄改革で誕生した全国ネットワークで貨物鉄道輸送を行っている唯一の事業体

全国を結ぶネットワーク

名 称 日本貨物鉄道株式会社 （Japan Freight Railway Company）
設 立 1987年(昭和62年)4月1日
資 本 金 190 億円
株 主 独立行政法人 鉄道建設・運輸施設整備支援機構

営業キ ロ 75線区 7,805.5 km
（基本的に第二種鉄道事業者 6旅客会社の線路を借りて運行）

貨 物 駅 237 駅
列車本 数 399 本 （コンテナ 332 本 車扱 67本）/ 日
列車キ ロ 18.6 万km / 日
車 両 数 機 関 車 525 両 貨物電車 42 両 貨 車 7,091 両
コンテ ナ 62,153 個
社 員 数 5,637人（発足時 12,005人）

経営成 績 （2023年度・連結）
営業収 益
経常利 益

1,885 億円
△42 億円

輸 送 量 2,652万トン
コンテナ 1,810 万トン
車 扱 841 万トン

輸送ﾄﾝｷﾛ 175 億トンキロ



中⾧距離

貨物列車の輸送能力 1編成あたり ６５０トン （26両編成）
～ 貨物列車１編成で、１０ｔ トラック６５台分の輸送に相当 ～

日本で最も⾧い距離を走る列車
札幌貨物ターミナル駅 ⇔ 福岡貨物ターミナル駅 間

～ ２，１４０Kmを３７時間で結んでいます ～

鉄道の平均輸送距離 コンテナ 約 ９００ｋｍ
車 扱 約 １５０ｋｍ

一日あたりの貨物列車走行距離 約 １８6，０００ｋｍ
（地球 約５周分）

2023年度定時運行率（全列車）:90.3%

大量性 定時性

貨物鉄道輸送の特性
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輸送機関別のCO2排出原単位（2022年度）

（注）単位:g-CO2/トンキロ （１トンの貨物を1km輸送する際に排出されるCO2量）
出典:国土交通省

営業用
トラック

鉄 道

内航海運

自家用
トラック

約１／１０約１／２

環境にやさしい貨物鉄道輸送
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鉄道のCO２排出量は、営業用トラックの約１／１０、内航海運の約１／２とな
っており、環境にやさしい輸送モード。



0.2％（669万トン）

2％（331万トン）

4％（240万トン）

13％（316万トン）

26％（304万トン）

51％（798万トン）

注）トラックについては貨物地域流動調査による（含む域内流動）

陸上貨物輸送の距離帯別シェア （2022年度）
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841万トン
石油

580万トン
（69%）

その他
41万トン
（5%）

車両
80万トン
（10%）

セメント・石灰石
138万トン
（16%）

紙・パルプ等
203万トン
（11%）

食料工業品
296万トン
（16%）

宅配便等
317万トン
（18%）

その他
310万トン
（17%）

農産品・
青果物
153万トン
（9%）

化学工業品
153万トン
（9%）

他工業品
122万トン
（7%）

化学薬品
109万トン
（6%）

自動車部品
69万トン
（4%）

家電・情報機器
35万トン
（2%）

エコ関連物資
37万トン（2%）

1,810万トン

石油

コンテナ 車 扱
ＪＲ貨物が全国に運んでいる物資 （2023年度）
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（注）・輸送量は単位未満切り捨てのため、合計値とは異なる。

・割合は四捨五入で表記している。


